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(57)【要約】
【課題】潤滑油の流量の大小に拘らず、円すいころ軸受
に対して適切な量の潤滑油を供給することができる軸受
潤滑装置を提供すること。
【解決手段】軸受潤滑装置１０は、円すいころ軸受３が
、内輪３１と、外輪３２と、複数の円すいころ３３とを
備え、ケース２が、ケース２内における潤滑経路上に設
けられたケース上部油路２１と、ケース上部油路２１か
らそれぞれ分岐する第１油路２２および第２油路２３と
を備え、第１油路２２および第２油路２３が、ケース上
部油路２１に連通する流入口２２１，２３１と、ケース
２の内部に設けられたケース油室５に連通する排出口２
２２，２３２とをそれぞれ有し、排出口２２２がつば部
３１１の鉛直上方向の位置に設けられ、流入口２３１が
流入口２２１よりも鉛直方向に高い位置に設けられ、排
出口２３２がつば部３１１の鉛直上方向以外の位置に設
けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトおよびケースの間に設けられた円すいころ軸受を潤滑するための軸受潤滑装置
であって、
　前記円すいころ軸受は、
　前記シャフトと一体回転するとともに、両端につば部を有する内輪と、前記ケースに固
定された外輪と、前記内輪および前記外輪の間に設けられた複数の円すいころと、を備え
、
　前記ケースは、前記ケース内における潤滑経路上に設けられたケース上部油路と、前記
ケース上部油路からそれぞれ分岐する第１油路および第２油路と、を備え、
　前記第１油路および前記第２油路は、前記ケース上部油路に連通する流入口と、前記ケ
ースの内部に設けられたケース油室に連通する排出口と、をそれぞれ有し、
　前記第１油路の排出口は、前記内輪のつば部の鉛直上方向の位置に設けられ、
　前記第２油路の流入口は、前記第１油路の流入口よりも鉛直方向に高い位置に設けられ
、
　前記第２油路の排出口は、前記内輪のつば部の鉛直上方向以外の位置に設けられている
ことを特徴とする軸受潤滑装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャフトおよびケースの間に設けられた円すいころ軸受を潤滑するための軸
受潤滑装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両におけるデファレンシャルギヤ装置、トランスファー装置またはトランスアクスル
装置等のピニオン軸を支持する円すいころ軸受を潤滑するための軸受潤滑装置が広く知ら
れている。
【０００３】
　例えば従来の軸受潤滑装置１１０は、図５に示すように、シャフト１およびケース１０
２の間に設けられた円すいころ軸受３と、円すいころ軸受３に隣接して設けられたケース
油室５と、ケース１０２に形成された油路１２１とを備えており、当該油路１２１を介し
てケース油室５に潤滑油を供給することにより、円すいころ軸受３を潤滑できるように構
成されている。
【０００４】
　またその他にも、特許文献１には、シャフトおよびケースの間に設けられた円すいころ
軸受に潤滑油を供給するための油路の排出口が、当該円すいころの内輪側つば部の鉛直上
方向の位置に設けられた軸受潤滑装置の構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１５９７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、前記した図５で示した軸受潤滑装置１１０では、ケース油室５内における潤滑
油の流量が少ない場合、重力によってケース油室５の最下部（円すいころ軸受３の外輪３
２側）に潤滑油が集まる。そのため、円すいころ軸受３の内輪３１側に潤滑が必要な部位
があっても、同図の矢印Ｅに示すように、直接的に潤滑されるのは外輪３２側中心となっ
てしまう。また、円すいころ軸受３では、特に内輪３１のつば部３１１，３１２に荷重が
大きく掛かり、これらの発熱・摩耗も大きくなる。従って、軸受潤滑装置１１０では、ケ
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ース油室５内における潤滑油の流量が少ない場合に、内輪３１側の冷却不足によって焼き
付き等を引き起こすおそれがあった。
【０００７】
　一方、特許文献１に記載された軸受潤滑装置では、円すいころ軸受における内輪側つば
部の鉛直上方向の位置に油路の排出口が設けられている。そのため、ケース油室内におけ
る潤滑油の流量が少ない場合であっても、円すいころ軸受の内輪側や、円すいころを保持
する保持器等に潤滑油を直接供給することが可能であり、軸受潤滑装置１１０（図５参照
）のような問題は発生しない。
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載された発明では、円すいころ軸受の内輪側に供給する
潤滑油の油量を調整することができないため、ケース油室内における潤滑油の流量が多い
場合は、逆に内輪側への潤滑油供給が過多となってしまうおそれがある。
【０００９】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、潤滑油の流量の大小に拘らず、円すい
ころ軸受に対して適切な量の潤滑油を供給することができる軸受潤滑装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る軸受潤滑装置は、シャフ
トおよびケースの間に設けられた円すいころ軸受を潤滑するための軸受潤滑装置であって
、前記円すいころ軸受は、前記シャフトと一体回転するとともに、両端につば部を有する
内輪と、前記ケースに固定された外輪と、前記内輪および前記外輪の間に設けられた複数
の円すいころと、を備え、前記ケースは、前記ケース内における潤滑経路上に設けられた
ケース上部油路と、前記ケース上部油路からそれぞれ分岐する第１油路および第２油路と
、を備え、前記第１油路および前記第２油路は、前記ケース上部油路に連通する流入口と
、前記ケースの内部に設けられたケース油室に連通する排出口と、をそれぞれ有し、前記
第１油路の排出口は、前記内輪のつば部の鉛直上方向の位置に設けられ、前記第２油路の
流入口は、前記第１油路の流入口よりも鉛直方向に高い位置に設けられ、前記第２油路の
排出口は、前記内輪のつば部の鉛直上方向以外の位置に設けられていることを特徴とする
。
【００１１】
　これにより、軸受潤滑装置は、第１油路の排出口が内輪のつば部の鉛直上方向の位置に
設けられているため、潤滑油の流量が少ない場合でも内輪または保持器に潤滑油を直接供
給することができ、冷却不足による焼き付きを防止することができる。また、軸受潤滑装
置は、第２油路の流入口が第１油路の流入口よりも鉛直方向に高い位置に設けられ、かつ
第２油路の排出口が内輪のつば部の鉛直上方向以外の位置に設けられているため、潤滑油
の流量が多い場合でも内輪側への潤滑油供給が過多となることを防止することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る軸受潤滑装置によれば、潤滑油の流量の大小に拘らず、円すいころ軸受に
対して適切な量の潤滑油を供給することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る軸受潤滑装置の構成を模式的に示す断面図であ
る。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る軸受潤滑装置において、円すいころ軸受にかか
る荷重を説明するための説明図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る軸受潤滑装置において、第１油路の排出口の位
置を説明するための説明図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る軸受潤滑装置の変形例の構成を模式的に示す断
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面図である。
【図５】図５は、従来技術に係る軸受潤滑装置の構成を模式的に示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係る軸受潤滑装置の実施形態について、図面を参照しながら説明する。なお、
本発明は以下の実施形態に限定されるものではない。また、下記実施形態における構成要
素には、当業者が置換可能かつ容易なもの、あるいは実質的に同一のものが含まれる。
【００１５】
 [軸受潤滑装置の構成]
　本実施形態に係る軸受潤滑装置は、車両におけるデファレンシャルギヤ装置、トランス
ファー装置またはトランスアクスル装置等（以下、「デファレンシャルギヤ装置等」とい
う）に設けられた円すいころ軸受を潤滑するためのものである。軸受潤滑装置１０は、図
１に示すように、シャフト１と、ケース２と、円すいころ軸受３と、オイルシール４と、
ケース油室５と、を備えている。なお、同図では、軸受潤滑装置１０におけるシャフト１
の上側半分のみを図示している。
【００１６】
　シャフト１は、例えばデファレンシャルギヤ装置等のピニオン軸である。シャフト１は
、図１に示すように、ケース２内に回転可能に配置されている。
【００１７】
　ケース２は、例えばデファレンシャルギヤ装置等において、円すいころ軸受３を収容す
るための軸受収容ケースである。ケース２は、図１に示すように、シャフト１および円す
いころ軸受３の周囲を覆うように筒状に形成され、これらを収容している。ここで、ケー
ス２には、潤滑油を循環させるための油路として、ケース上部油路２１と、第１油路２２
と、第２油路２３とが形成されている。なお、これら油路の詳細については後記する。
【００１８】
　円すいころ軸受３は、例えば軸受鋼等からなり、ケース２内でシャフト１を支持してい
る。また、円すいころ軸受３は、図１に示すように、シャフト１およびケース２の間に設
けられており、内輪３１と、外輪３２と、円すいころ３３と、保持器３４と、を備えてい
る。
【００１９】
　内輪３１は、円筒状に形成されており、図１に示すように、円すい面状に形成された内
輪軌道面３１ａを有している。内輪３１は、シャフト１の外周面に固定されており、当該
シャフト１と一体回転する。また、内輪３１は、内輪軌道面３１ａにおいて、軸方向の両
端につば部３１１，３１２を有している。
【００２０】
　外輪３２は、円筒状に形成されており、図１に示すように、円すい面状に形成された外
輪軌道面３２ａを有している。外輪３２は、ケース２の内面に固定されている。
【００２１】
　円すいころ３３は、図１に示すように、内輪３１の内輪軌道面３１ａと外輪３２の外輪
軌道面３２ａとの間に複数設けられており、シャフト１の回転に応じて、２つの軌道面の
間で回転する。保持器３４は、複数の円すいころ３３を、周方向に所定間隔をあけて保持
している。
【００２２】
　ここで、円すいころ軸受３は、円すいころ３３が円すい状に形成されているため、図２
に示すように、ラジアル方向の荷重Ｆ１，Ｆ２による楔形状効果によって、例えばつば部
３１２に荷重Ｆ３が発生する。その際、内輪３１の内輪軌道面３１ａは純転がりに近いが
、つば部３１１，３１２は構造上摩擦が大きくなるため、発熱しやすくなる。また、円す
いころ軸受３の組み付け上、つば部３１１，３１２は内輪３１側に設けることが一般的で
ある。従って、内輪３１側は、外輪３２側と比較して発熱しやすい部位といえる。
【００２３】
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　オイルシール４は、図１に示すように、シャフト１とケース２との間に設けられており
、ケース油室５を区画するとともに、当該ケース油室５内の潤滑油の漏出を防止する。ケ
ース油室５は、潤滑経路を流れる潤滑油が一時的に貯留される場所であり、円すいころ軸
受３に隣接して設けられている。
【００２４】
　ここで、前記した従来の軸受潤滑装置１１０（図５参照）では、ケース油室５内におけ
る潤滑油の流量が少ない場合（極少量潤滑時）は、円すいころ軸受３の内輪３１側を潤滑
することができないという問題（以下、「第１の問題」という）があった。また、特許文
献１に記載された従来の軸受潤滑装置では、ケース油室５内における潤滑油の流量が多い
場合（多量潤滑時）は、円すいころ軸受３の内輪３１側への潤滑油供給が過多となってし
まうという問題（以下、「第２の問題」という）があった。
【００２５】
　一方、本実施形態に係る軸受潤滑装置１０では、上記２つの問題を解決するために、図
１に示すように、ケース２にケース上部油路２１と、第１油路２２と、第２油路２３と、
が設けられている。
【００２６】
　ケース上部油路２１は、ケース２内における潤滑経路上に設けられており、円すいころ
軸受３を潤滑した後の潤滑油が流入する。また、ケース上部油路２１は、図１に示すよう
に、円すいころ軸受３に対して、内輪３１の一端側（つば部３１１側）に設けられている
。
【００２７】
　ケース上部油路２１の底部２１ａは、図１に示すように、平面ではなく、すり鉢状に傾
斜している。そして、当該底部２１ａの最下部から第１油路２２が分岐し、当該底部２１
ａの最下部よりも高い位置の傾斜面から第２油路２３が分岐している。
【００２８】
　第１油路２２は、図１に示すように、ケース上部油路２１に連通する流入口（以下、「
第１流入口」という）２２１が一端側に形成されており、ケース油室５に連通する排出口
（以下、「第１排出口」という）２２２が他端側に形成されている。第１流入口２２１は
、ケース上部油路２１の底部２１ａの最下部に設けられている。また、第１排出口２２２
は、内輪３１のつば部３１１の鉛直上方向の位置に設けられており、第１油路２２を流れ
た潤滑油が、第１排出口２２２からつば部３１１の位置に排出されるように構成されてい
る。
【００２９】
　第１排出口２２２は、図３に示すように軸方向から円すいころ軸受３をみた場合におい
て、円すいころ軸受３の上側（地面側とは反対方向）であって、同図の矢印で示したよう
な範囲に設けられている。
【００３０】
　第２油路２３は、第１油路２２よりも径が大きく（太く）形成されている。第２油路２
３は、図１に示すように、ケース上部油路２１に連通する流入口（以下、「第２流入口」
という）２３１が一端側に形成されており、ケース油室５に連通する排出口（以下、「第
２排出口」という）２３２が他端側に形成されている。第２流入口２３１は、ケース上部
油路２１の底部２１ａにおける傾斜面に設けられており、前記した第１流入口２２１より
も鉛直方向に高い位置に設けられている。
【００３１】
　なお、第２流入口２３１と第１流入口２２１との高さの差は、図１に示すように、ｈ１
（＞０）に設定されている。また、第２排出口２３２は、内輪３１のつば部３１１の鉛直
上方向以外の位置に設けられており、第２油路２３を流れた潤滑油が、第２排出口２３２
からつば部３１１以外の位置に排出されるように構成されている。言い換えると、第２排
出口２３２は、つば部３１１の鉛直上方向の位置を避けて設けられており、第２油路２３
を流れた潤滑油が、第２排出口２３２からつば部３１１に排出されないように構成されて
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いる。
【００３２】
　以上のような構成を備える軸受潤滑装置１０は、潤滑油の流量が少ない場合、ケース上
部油路２１の底部２１ａにおける傾斜面を伝って、第１流入口２２１から第１油路２２に
潤滑油が流入する。これにより、図１の矢印Ａに示すように、第１排出口２２２からケー
ス油室５内におけるつば部３１１の位置に潤滑油が排出され、当該つば部３１１を介して
、内輪軌道面３１ａや保持器３４に潤滑油が供給される。従って、軸受潤滑装置１０は、
前記した従来の第１の問題を解決することができる。
【００３３】
　また、軸受潤滑装置１０は、潤滑油の流量が多い場合、ケース上部油路２１の底部２１
ａにおける傾斜面を伝って、第１流入口２２１から第１油路２２に潤滑油が流入すると同
時に、第２流入口２３１から第２油路２３に潤滑油が流入する。これにより、図１の矢印
Ａに示すように、つば部３１１を介して内輪軌道面３１ａや保持器３４に潤滑油が供給さ
れるとともに、同図の矢印Ｂに示すように、第２排出口２３２からケース油室５内におけ
るつば部３１１以外の位置に潤滑油が排出され、当該潤滑油がケース油室５内に貯留され
る。従って、軸受潤滑装置１０は、前記した従来の第２の問題についても解決することが
できる。
【００３４】
　以上のように、本実施形態に係る軸受潤滑装置１０は、第１排出口２２２が内輪３１の
つば部３１１の鉛直上方向の位置に設けられているため、潤滑油の流量が少ない場合でも
内輪３１または保持器３４に潤滑油を直接供給することができ、冷却不足による焼き付き
を防止することができる。また、軸受潤滑装置１０は、第２流入口２３１が第１流入口２
２１よりも鉛直方向に高い位置に設けられ、かつ第２排出口２３２が内輪３１のつば部３
１１の鉛直上方向以外の位置に設けられているため、潤滑油の流量が多い場合でも内輪３
１側への潤滑油供給が過多となることを防止することができる。
【００３５】
[変形例]
　以下、本発明の実施形態に係る軸受潤滑装置１０の変形例である軸受潤滑装置１０Ａに
ついて、図４を参照しながら説明する。この軸受潤滑装置１０Ａは、前記した軸受潤滑装
置１０と比較して、油路の構成が異なる。
【００３６】
　軸受潤滑装置１０Ａのケース２Ａには、図４に示すように、ケース上部油路２１Ａと、
第１油路２２Ａと、第２油路２３Ａａ，２３Ａｂと、が設けられている。ケース上部油路
２１Ａは、円すいころ軸受３に対して、内輪３１の他端側（つば部３１２側）に設けられ
ている。
【００３７】
　第１油路２２Ａは、図４に示すように、ケース上部油路２１Ａに連通する第１流入口２
２１Ａと、ケース油室５に連通する第１排出口２２２Ａとを有している。第１流入口２２
１Ａは、ケース上部油路２１Ａの底部２１ａにおける傾斜面に設けられている。また、第
１排出口２２２Ａは、内輪３１のつば部３１２の鉛直上方向の位置に設けられており、第
１油路２２Ａを流れた潤滑油が、第１排出口２２２Ａからつば部３１２の位置に排出され
るように構成されている。
【００３８】
　第２油路２３Ａａ，２３Ａｂは、図４に示すように、第１油路２２Ａよりも径が大きく
（太く）形成されている。第２油路２３Ａａは、ケース上部油路２１Ａに連通する第２流
入口２３１Ａが一端側に形成されており、他端側が第２油路２３Ａｂと連通している。第
２油路２３Ａｂは、油路の途中で第２油路２３Ａａと連通しており、ケース油室５に連通
する第２排出口２３２Ａが他端側に形成されている。
【００３９】
　なお、第２流入口２３１Ａと第１流入口２２１Ａとの高さの差は、同図に示すように、
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ｈ２（＞０）に設定されている。また、第２排出口２３２Ａは、内輪３１のつば部３１１
の鉛直上方向以外の位置に設けられており、第２油路２３Ａａ，２３Ａｂを流れた潤滑油
が、第２排出口２３２Ａからつば部３１１以外の位置に排出されるように構成されている
。言い換えると、第２排出口２３２Ａは、つば部３１１の鉛直上方向の位置を避けて設け
られており、第２油路２３Ａａ，２３Ａｂを流れた潤滑油が、第２排出口２３２Ａからつ
ば部３１１に排出されないように構成されている。
【００４０】
　以上のような構成を備える軸受潤滑装置１０Ａは、潤滑油の流量が少ない場合、ケース
上部油路２１Ａの底部２１ａにおける傾斜面を伝って、第１流入口２２１Ａから第１油路
２２Ａに潤滑油が流入する。これにより、図４の矢印Ｃに示すように、第１排出口２２２
Ａからつば部３１２の位置に潤滑油が排出され、当該つば部３１２を介して、内輪軌道面
３１ａや保持器３４に潤滑油が供給される。従って、軸受潤滑装置１０Ａは、前記した従
来の第１の問題を解決することができる。
【００４１】
　また、軸受潤滑装置１０Ａは、潤滑油の流量が多い場合、ケース上部油路２１Ａの底部
２１ａにおける傾斜面を伝って、第１流入口２２１Ａから第１油路２２Ａに潤滑油が流入
すると同時に、第２流入口２３１Ａから第２油路２３Ａａ，２３Ａｂに潤滑油が流入する
。これにより、図４の矢印Ｃに示すように、つば部３１２を介して内輪軌道面３１ａや保
持器３４に潤滑油が供給されるとともに、同図の矢印Ｄに示すように、第２排出口２３２
Ａからケース油室５内におけるつば部３１１以外の位置に潤滑油が排出され、当該潤滑油
がケース油室５内に貯留される。従って、軸受潤滑装置１０Ａは、前記した従来の第２の
問題についても解決することができる。
【００４２】
　以上のように、変形例に係る軸受潤滑装置１０Ａは、第１排出口２２２Ａが内輪３１の
つば部３１２の鉛直上方向の位置に設けられているため、潤滑油の流量が少ない場合でも
内輪３１または保持器３４に潤滑油を直接供給することができ、冷却不足による焼き付き
を防止することができる。また、軸受潤滑装置１０Ａは、第２流入口２３１Ａが第１流入
口２２１Ａよりも鉛直方向に高い位置に設けられ、かつ第２排出口２３２Ａが内輪３１の
つば部３１１の鉛直上方向以外の位置に設けられているため、潤滑油の流量が多い場合で
も内輪３１側への潤滑油供給が過多となることを防止することができる。
【００４３】
　以上、本発明に係る軸受潤滑装置について、発明を実施するための形態により具体的に
説明したが、本発明の趣旨はこれらの記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲の
記載に基づいて広く解釈されなければならない。また、これらの記載に基づいて種々変更
、改変等したものも本発明の趣旨に含まれることはいうまでもない。
【００４４】
　例えば、前記した軸受潤滑装置１０，１０Ａにおける内輪３１および保持器３４は、第
１油路２２，２２Ａからの潤滑油滴下を受け、円すいころ軸受３内部に取り込むことがで
きるように、勾配や曲面を有する形状であってもよい。
【符号の説明】
【００４５】
　１　シャフト
　２，２Ａ，１０２　ケース
　２１，２１Ａ　ケース上部油路
　２１ａ　底部
　２２，２２Ａ　第１油路
　２２１，２２１Ａ　流入口（第１流入口）
　２２２，２２２Ａ　排出口（第１排出口）
　２３，２３Ａａ，２３Ａｂ　第２油路
　２３１，２３１Ａ　流入口（第２流入口）
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　２３２，２３２Ａ　排出口（第２排出口）
　３　円すいころ軸受
　３１　内輪
　３１ａ　内輪軌道面
　３１１，３１２　つば部
　３２　外輪
　３２ａ　外輪軌道面
　３３　円すいころ
　３４　保持器
　４　オイルシール
　５　ケース油室
　１０，１０Ａ，１１０　軸受潤滑装置
　１２１　油路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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